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新任教授のご紹介

　昨今、がんをはじめとするさまざまな疾患で手術や

放射線化学療法などを受ける場合、免疫力の低下から、

通常は症状を生じない程度の口腔内の病変が原因で

重篤な合併症を発症することが知られるようになり、

専門的な口腔ケアや歯科治療を含めた「口腔管理」の重要

性が認識されるようになってきました。

　当院は急性期病院であるとともにがん診療拠点病院で

あり、全身状態のあまり思わしくない方の治療や、がん

患者さんの治療を多く行っております。特に口腔管理が

必要な疾患には、がんの手術・放射線・化学療法時、呼吸器

疾患や心臓手術時、人工呼吸器使用時などが挙げられ

ます。これまでも当院では血液がんや臓器移植、脳血管

障害などの患者さんに対していくつかの歯科系診療科で

口腔管理を行ってきましたが、この10月1日より「口腔

ケアセンター」を稼働させ、一括して口腔管理を行うこと

になりました。

　「口腔ケアセンター」では口腔顎顔面外科室、予防歯科

室、特殊歯科総合治療部、口腔ケア摂食嚥下リハビリテー

ションセンターなどに在籍する歯科医師や歯科衛生士が

口腔管理を担当します。10月より新たに頭頸部がんで

化学療法や放射線療法を受けられる患者さんを対象に、

耳鼻咽喉科頭頸部外科医、放射線治療医、看護師などと

連携しながら、①治療前に感染源になりうる歯の抜歯

あるいは治療、②放射線性口内炎を予防するための

スペーサーと呼ばれる装具の作成、③治療時の歯科衛生

士による専門的口腔ケア、④口内炎出現時のケアや薬物

療法も含めた口内炎対応マニュアルの作成、などから

なる口腔管理システムをスタートさせます。平成12年

4月より他の疾患患者さんの口腔管理も開始すべく、

現在準備を進めているところです。当院でがん治療や

手術を受けられる方は、医科主治医に口腔管理の必要性

について相談されることをお勧めします。

治療についてのお問合せは、眼科外来（TEL：095-819-7466）までご連絡ください。

長崎大学病院　医療教育開発センター長　教授  濵田　久之

長崎県生まれ。 
平成  7年 大分医科大学卒業 
平成  7－10年 長崎大学病院にて研修後、地域の病院にて内科勤務
平成11－15年 長崎医療センターに勤務、医師の育成システム作りなどを行う
平成16年 長崎大学大学院にて博士（医学）取得
平成16－18年 トロント大学医学部へ留学　アカデミックフェローシップ取得 
平成18－20年 長崎医療センター　教育センター勤務 
平成20－22年 長崎大学病院に新設された医師育成キャリア支援室室長 
平成23年 名古屋大学大学院にて博士（教育）取得 
 長崎大学病院　医療教育開発センター　教授 

経　歴

　こんにちは！7月1日付けで、長崎大学病院医療教育開発セン
ター教授に任命された濵田です。日頃より、患者さんや地域の
方々には、新人職員等の教育にご協力頂き大変感謝しています。
　皆様がご存じのように、大学病院は、最先端の医療を提供
するだけでなく、様々な役割を担っています。その大きな役割の
ひとつが医療人の育成です。医師、歯科医師、看護師、薬剤師、
技師…等、沢山の職種がチームとなって皆様に医療を提供して
います。チームの若手職員をプロフェショナルとして育成する
役目を担う教育専門部署が医療教育開発センターです。新人
オリエンテーション、専門的な講義、医療用シミュレーション
器械による技術訓練、安心安全な医療を提供するための講習

等を職員へ提供しています。お陰さまで、長崎大学病院の専門
医養成プログラムは文科省よりトップレベルに認定され、質の
高い教育を行っています。
　大学病院は、地域医療へ貢献する人材育成する場でもあり
ますが、新聞やテレビで報道されているように、地方の医師
不足や看護師不足は切迫したものがあります。今、多くの地域
で、住民が主体となって医師や看護師を見守り育てようという
機運が高まっています。長崎市民や長崎県民の皆様が、暖かい
目で若い医療人の育成にご協力頂ければ幸いです。＜若人の
集う長崎県/長崎大学病院＞をスローガンに頑張りますので、
何とぞご支援を宜しくお願いします！ 

ケア風景

ケア前 ケア後

趣　味 矢沢永吉の曲を聞きながらゆっくり走ること
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東山手から見る大浦天主堂
（撮影時期：1865年頃）

　写真左に見えるのが大浦天主堂です。
現存する日本最古のキリスト教建築物で、
昭和8年（1933年）に旧国宝（現重要文化
財）に指定されました。写真では足場が
組まれているのが見えますので、完成以前
に撮影されたものと思われます。
　また写真の右側にグラバー住宅と大きな
木が見えます。この木は曲がっていること
から長崎弁で「よんご松」と呼ばれ、グラ
バー住宅のシンボルとして知られていま
した。しかし松くい虫にやられ、明治38
（1905）年に切り倒されてしまい現在その
姿をみることはできません。

□ 長崎大学附属図書館　 幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベース　 http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/jp/

医科疾患患者に対する口腔管理
口腔ケアセンターが稼働します！
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助教 吉冨　泉教授 梅田　正博




